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はじめに

　根城跡は、建武元年（1334）に南部師行によって築城されたと伝えられ、以後約 300 年間にわ
たって八戸地方を治めた根城南部氏の城館です。昭和 16 年（1941）に国史跡に指定され、昭和
52 年には「史跡根城跡保存管理計画」を策定し、発掘調査による内容解明と整備が行われ、平成
６年（1994）に「史跡根城の広場」がオープンしました。
　「史跡根城の広場」に整備した安土桃山時代の復原建造物は、中世城館内の生活の姿を原寸大で
体感できる整備として高く評価されました。整備後 25 年を経ても、未だその価値はゆるぎません。
しかし、復原建物の多くは劣化が進み、史跡の価値を末永く伝えつつ、来場者の安全を確保する
ために計画的な改修が必要となっています。
　この整備は、多くの市民が根城に親しむ契機ともなりました。整備後に結成された根城史跡ボ
ランティアガイドグループは、20 年以上の長きにわたって来場者に根城の価値をわかりやすく伝
える活動を続けています。整備された芝生地とシダレザクラなどの花々に、多くの方々が散策を
楽しみ、市民の憩いの場として定着しました。
　八戸市では、史跡根城跡の価値を末永くわかりやすく伝えるとともに、より多くの方々が集ま
る史跡公園として整備することを目的とし、史跡根城跡整備活用検討委員会を設置し、文化庁・
青森県教育委員会の指導のもと、「史跡根城跡第２次整備基本計画」を策定しました。本計画では、
これまでの整備の内容とその価値を整理し、現状を点検したうえで、望ましい整備・活用のあり
方やその手法、今後の計画について定めています。
　今後は、本計画に基づき、史跡根城の広場内の再整備と未整備地区の整備に向けた調査を計画
的に進めてまいります。また、より多くの方々が利用しやすい施設づくりや、市民が整備・活用
に関わる体制づくりを推進します。
　結びに、策定にあたり、史跡根城跡整備活用委員会工藤竹久委員長をはじめ、各委員のご尽力、
ならびに文化庁文化資源活用課、青森県教育委員会文化財保護課の御指導・ご助言、関係各位の
御協力に感謝申し上げます。

令和２年３月
八戸市



例　言

１．本書は、青森県八戸市大字根城に所在する、史跡根城跡の第 2次整備基本計画の報告書である。

２．史跡根城跡第 2次整備基本計画策定は、平成 30 年度・令和元年度国庫補助事業「歴史活き活
　　き！史跡等総合活用整備事業」の採択を受けて実施した。

３．策定にあたっては、「八戸市史跡根城跡整備活用検討委員会」を設置し、八戸市教育委員会が
　　作成した原案を基に委員会の指導を受けた。

４．本書の編集は、文化庁及び青森県教育委員会文化財保護課の指導・助言の下、八戸市教育委
　　員会博物館史跡担当が行った。また、本計画の作成・編集は、有限会社ウッドサークルに策
　　定支援業務を委託して行った。

５．本書に掲載した図は、八戸市教育委員会及び有限会社ウッドサークルが作成し、外部機関か
　　ら提供を受けた掲載図及び写真については、提供機関名を記載した。　
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